
四

法
第
八
条
（
法
第
十
条
第
四
項
及
び
第

十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知

五

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助

金
等
の
交
付
の
申
請
の
取
下
げ
の
受
理

六

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業

等
の
遂
行
状
況
に
関
す
る
報
告
の
受
理

七

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補

助
事
業
等
の
遂
行
の
命
令

八

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補

助
事
業
等
の
遂
行
の
一
時
停
止
の
命
令

九

法
第
十
四
条
（
法
第
十
六
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
る
補
助
事
業
等
の
実
績
報
告
書
の
受

理
十

法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等

の
額
の
確
定
及
び
通
知
に
関
す
る
事
務
の

う
ち
、
補
助
事
業
等
の
成
果
の
報
告
書
等

の
書
類
の
審
査
及
び
必
要
に
応
じ
て
行
う

現
地
調
査
等
並
び
に
通
知

十
一

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

補
助
事
業
等
の
是
正
措
置
の
命
令

十
二

法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
補
助

事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増

加
し
た
財
産
（
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
条

に
規
定
す
る
漁
港
施
設
及
び
漁
業
集
落
環

境
整
備
施
設
を
除
く
。）の
処
分
の
承
認

十
三

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
の
徴
収
又
は
立
入
検
査
若
し
く
は

関
係
者
に
対
す
る
質
問

登
録
番
号

登
録
調
査
機
関
の
名
称

変
更
後
の
事
務
所
の
所
在
地

第
九
（
一
）、
十

四
、
十
六
、十
七
、

二
十
二
、二
十
六
、

二
十
七
、
三
十
号

株
式
会
社
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ

大
阪
本
部

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
淡
路
町
四
丁
目
２
番
１

５
号

東
京
分
室

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
６
番
４
号

平成™›年š月™�日 火曜日 第œ���号官 報

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

一
般
国
道
３
号
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。）

は
、
北
九
州
市
を
起
点
と
し
、
福
岡
市
、
久
留
米

市
、
熊
本
市
等
を
経
由
し
て
、
鹿
児
島
市
に
至
る

延
長
約
4
0
0
›
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

〇
特
許
庁
告
示
第
七
号

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
登
録
調
査
機
関
と
し
て
登
録
し
た
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
調
査
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更

す
る
届
出
が
あ
っ
た
た
め
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日

特
許
庁
長
官

岩
井

良
行

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
三
十
号

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
十

条
第
二
項
及
び
気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

六
十
五
号
）
第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
三
年
運
輸
省

建
設
省
告
示
第
二
号
（
洪
水
予
報
及
び
警
報
を

行
う
河
川
並
び
に
当
該
河
川
に
係
る
水
位
又
は
流
量
の
予

報
に
関
す
る
基
準
地
点
及
び
担
当
官
署
を
定
め
る
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

由
良
川
水
系
の
項
中
「
近
畿
地
方
整
備
局
福
知
山
工
事

事
務
所
」
を
「
近
畿
地
方
整
備
局
福
知
山
河
川
国
道
事
務

所
」
に
、「
舞
鶴
海
洋
気
象
台
」
を
「
京
都
地
方
気
象
台
」

に
改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
三
十
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
起
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
収
用
又
は
使
用
の
手

続
が
保
留
さ
れ
て
い
る
の
で
、
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に

基
づ
き
あ
わ
せ
て
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣

第
２
事
業
の
種
類
一
般
国
道
３
号
改
築
工
事
（
博
多

バ
イ
パ
ス
・
福
岡
県
福
岡
市
東
区
下
原
四
丁
目
地
内

か
ら
同
区
香
椎
駅
東
三
丁
目
地
内
、
同
区
香
椎
駅
東

三
丁
目
地
内
か
ら
同
区
香
椎
一
丁
目
地
内
及
び
同
区

松
崎
四
丁
目
地
内
か
ら
同
区
若
宮
五
丁
目
地
内
ま

で
）
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
市
道
付
替
及
び
池
堤
体
付

替
工
事

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
福
岡
県
福
岡
市
東
区
下
原
四
丁

目
、
松
香
台
一
丁
目
、
下
原
一
丁
目
、
香
椎
駅
東
三

丁
目
、
香
椎
駅
東
一
丁
目
、
香
椎
二
丁
目
、
香
椎
一

丁
目
、
松
崎
四
丁
目
及
び
若
宮
五
丁
目
地
内

２
使
用
の
部
分
福
岡
県
福
岡
市
東
区
香
椎
駅
東
三

丁
目
、
香
椎
駅
東
一
丁
目
、
香
椎
二
丁
目
及
び
香
椎

一
丁
目
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
福
岡
県
福
岡
市
東
区
下
原

四
丁
目
地
内
か
ら
同
区
松
島
五
丁
目
地
内
ま
で
の
延

長
5•
1
›
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い
う
。）

を
全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
一
般
国
道
３
号
改
築
工

事
（
博
多
バ
イ
パ
ス
）
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
市
道
付

替
及
び
池
堤
体
付
替
工
事
」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と

い
う
。）の
う
ち
、
上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ

る
。本
件
事
業
の
う
ち
、「
一
般
国
道
３
号
改
築
工
事

（
博
多
バ
イ
パ
ス
）」（
以
下
「
本
体
事
業
」と
い
う
。）

は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0号
）
第
３
条

第
２
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
に
関
す
る
事
業
で
あ

り
、
ま
た
、
本
体
事
業
の
施
行
に
よ
り
遮
断
さ
れ
る

市
道
の
従
来
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
付
替
工
事

は
、
同
条
第
４
号
に
掲
げ
る
市
町
村
道
に
関
す
る
事

業
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る

道
路
法
に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

さ
ら
に
、
本
体
事
業
の
施
行
に
よ
り
遮
断
さ
れ
る
池

の
従
来
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
堤
体
付
替
工
事

は
、
法
第
３
条
第
５
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が

設
置
す
る
か
ん
が
い
用
の
た
め
池
に
関
す
る
事
業
に

該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一
般
国
道
の
改
築
は
、
道
路
法
第
1
2条
の
規
定
に

よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

本
件
区
間
は
、
同
法
第
1
3条
第
１
項
の
指
定
区
間
に

該
当
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
起
業
者
で
あ
る
国
土
交

通
大
臣
は
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る
充
分
な
意
思
と

能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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